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世
界
最
大
級
の 

人
工
光
型
植
物
工
場

「（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
）
屋
外
に
植
え

ら
れ
る
と
、
そ
の
収
穫
は
極
め
て
限
ら

れ
る
。
し
か
し
、
我
々
の
育
成
用
照
明

の
特
別
な
分
光
を
使
え
ば
、
年
２
、
３

回
の
収
穫
が
保
証
さ
れ
る
」

Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
を
使
っ
た
人
工
光
型
植
物

工
場
の
メ
ー
カ
ー
、
サ
ナ
ン
・
バ
イ
オ

（
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
）
は
１
月
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽
培
す
る
植
物
工
場
の

写
真
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
こ
う
発

信
し
た
。
同
社
の
光
を
調
整
可
能
な
Ｌ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
植
物
工

場
で
あ
れ
ば
、
本
来
年

に
１
回
し
か
収
穫
で
き

な
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
、
複
数
回
収
穫
で
き

る
と
い
う
の
だ
。

同
社
は
、
ア
メ
リ
カ

の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
７
０

０
０
㎡
の
植
物
工
場

を
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

２
万
㎡
の
植
物
工
場
を

持
つ
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
ス
ペ
イ
ン
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
、
提
携
先
を
世
界

に
広
げ
、
英
語
で
情
報
発
信
す
る
さ
ま

は
、す
っ
か
り
国
際
企
業
の
感
が
あ
る
。

本
社
所
在
地
は
中
国
南
部
の
福
建
省
。

２
０
１
６
年
に
１
万
㎡
と
い
う
当
時
と

し
て
は
世
界
最
大
級
の
植
物
工
場
を
建

て
た
の
が
、
始
ま
り
だ
っ
た
。

「
１
万
㎡
の
植
物
工
場
は
、
設
立
後
２

年
く
ら
い
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
今
で
は
利
益

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
野
菜

を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
エ
デ

筆者プロフィール 

山口 亮子
ジャーナリスト。2010年、京都大文卒。13年、中
国・北京大歴史学系大学院修了。時事通信社を経
てフリーになり、農業、地域活性化、中国につい
て執筆。㈱ウロ代表取締役。農業や地域のPRを目
的としたパンフレットや広告、雑誌などの企画・
制作のほか、ツアーやセミナーの運営を手がける。
著書に『図解即戦力 農業のしくみとビジネスがこ
れ1冊でしっかりわかる教科書』（共著）がある。

中国のアグリテック
最新事情

山口亮子の

ブルーベリー、トウガラシ、キュウリ、エディブ
ルフラワー……。LED光を使った植物工場で、実
にさまざまなものを栽培できると誇るメーカーが、
中国にある。その植物工場のシステムは、日本を
はじめ世界中で導入されている。

人
工
光
型
植
物
工
場
を
世
界
展
開

福
建
省
発
の
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

日
本
に
も

第10回
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の
検
査
を
す
る
の
で
、
生
産
の
90
％
以

上
は
自
動
化
で
き
ま
す
。
私
た
ち
よ
り

も
高
い
レ
ベ
ル
の
自
動
化
の
シ
ス
テ
ム

を
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
で
す
」（
中

国
人
社
員
）

中
国
で
流
通
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で

投
資
を
拡
大
し
、
地
位
を
高
め
る
と
同

時
に
、
海
外
に
植
物
工
場
の
シ
ス
テ
ム

と
技
術
面
の
フ
ォ
ロ
ー
も
含
め
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
輸
出
す
る
と
掲
げ
て
い
る
。

そ
ん
な
同
社
の
中
国
名
は
、
福
建
省
中

科
生
物
だ
。「
中
科
」
は
、
科
学
技
術

分
野
で
の
最
高
諮
問
機
関
で
あ
る
中
国

科
学
院
の
こ
と
。
同
社
は
中
国
科
学
院

植
物
研
究
所
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
の
技
術
を
持

つ
福
建
三
安
グ
ル
ー
プ
が
２
０
１
５
年

に
立
ち
上
げ
た
合
弁
会
社
な
の
だ
。
設

立
に
は
４
年
を
か
け
、
総
投
資
額
は
70

億
元
（
１
２
７
５
億
円
）
に
上
っ
た
と

い
う
。

同
社
の
歩
み
は
、
中
国
の
植
物
工
場

拡
大
の
路
線
と
軌
を
一
に
す
る
。
習
近

平
国
家
主
席
が
北
京
で
人
工
光
型
植
物

工
場
を
視
察
し
て
大
々
的
に
報
じ
ら

度
、
二
酸
化
炭
素

濃
度
、
養
液
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
環
境

因
子
を
統
合
的
に

制
御
す
る
こ
と
）

の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
販
売
し

て
い
る
。
商
業
栽

培
向
け
は
も
ち
ろ

ん
、
生
育
速
度
を

速
め
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
は
研
究
機
関
で

も
使
わ
れ
る
そ
う

だ
。
水
稲
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
ダ
イ

ズ
、
小
麦
と
い
っ

た
大
量
の
光
を
必

要
と
す
る
作
物
の

育
種
期
間
を
短
く

す
る
と
い
う
。

提
供
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

に
、
栽
培
の
自
動
化
が
あ
る
。
同
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
動
画
（
写
真

上
）
で
は
、
播
種
か
ら
間
引
き
、
植
え

替
え
や
収
穫
後
の
パ
レ
ッ
ト
の
洗
浄
な

ど
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
行
な
う
さ
ま
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
定
植
前
の
間
引
き
作
業

を
担
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
に
は
、
Ａ

Ｉ
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

「
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
作
業
の
自
動

化
が
で
き
ま
す
。
収
穫
時
は
人
が
品
質

ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
（
食
用
花
）
も
作
っ

て
い
ま
す
。
花
の
方
が
よ
り
利
益
が
出

て
く
る
ん
で
す
よ
」

19
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
国
内
最
大

の
農
業
生
産
資
材
の
展
示
商
談
会
「
農

業
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ 

２
０
１
９
」
に
、
同
社
は

日
本
の
代
理
店
と
と
も
に
ブ
ー
ス
を
出

し
て
い
た
。
ア
モ
イ
の
本
社
か
ら
出
張

し
て
き
た
日
本
担
当
の
中
国
人
社
員
が

い
て
、
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
に
食
べ

ら
れ
る
花
、
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
の

栽
培
を
増
や
し
て
い
る
と
説
明
し
て
く

れ
た
。

同
社
は
、
も
と
も
と
他
の
植
物
工
場

と
同
様
、
レ
タ
ス
栽
培
か
ら
事
業
を
起

こ
し
た
も
の
の
、
よ
り
利
益
率
の
高
い

作
物
に
手
を
広
げ
て
い
る
。
実
際
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
写
真
に
は
、
バ

ジ
ル
や
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
葉

物
野
菜
だ
け
で
な
く
、
葉
に
独
特
な
網

目
模
様
を
持
ち
、
観
葉
植
物
と
し
て
好

ま
れ
る
ジ
ュ
エ
ル
オ
ー
キ
ッ
ド
（
宝
石

蘭
）
や
、
香
辛
料
の
原
料
に
な
る
花
の

サ
フ
ラ
ン
、
も
は
や
何
な
の
か
筆
者
に

は
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
植
物
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
写
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
に
本
格
稼
働
の 

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

同
社
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
栽
培
用
の

棚
、
統
合
環
境
制
御
（
光
や
温
度
、
湿
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れ
、
国
と
し
て
植
物
工
場
を
重
視
す
る

と
打
ち
出
し
た
の
が
16
年
。
そ
の
２
カ

月
後
に
サ
ナ
ン
・
バ
イ
オ
の
植
物
工
場

が
本
格
稼
働
し
た
。

潤
沢
な
資
金
と 

価
格
競
争
力
が
強
み

人
工
光
型
植
物
工
場
は
、
栽
培
環
境

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
簡
単
で
、
精
密
な

管
理
が
で
き
る
。
さ
ら
に
中
国
で
は
、

大
気
汚
染
や
土
壌
汚
染
の
影
響
を
シ
ャ

ッ
ト
ア
ウ
ト
で
き
る
こ
と
も
ウ
リ
に
な

る
。
農
薬
の
使
用
を
抑
え
ら
れ
、
土
壌

由
来
の「
重
金
属
汚
染
の
心
配
が
な
い
」

と
い
う
の
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
。

一
方
で
初
期
投
資
が
大
き
く
、
赤
字

の
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
と
言
わ
れ
る
。

そ
ん
な
中
、
サ
ナ
ン
・
バ
イ
オ
が
黒
字

化
を
実
現
し
た
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ

け
国
の
威
信
が
か
か
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

中
国
科
学
院
の
発
行
す
る
「
中
国
科

学
報
」
が
20
年
５
月
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
記
事
中

の
植
物
研
究
所
の
研
究
員
で
、サ
ナ
ン
・

バ
イ
オ
の
光
生
物
産
業
研
究
院
院
長
の

李
紹
華
の
言
葉
が
象
徴
的
だ
。

「
植
物
工
場
は
伝
統
的
な
農
業
生
産
を

ひ
っ
く
り
返
す
、
現
代
農
業
の
発
展
段

階
と
し
て
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
人
口

と
資
源
の
偏
り
を
解
決
し
、
国
の
食
料

安
全
保
障
や
食
品
の
安
全
、
国
防
戦
略

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
う
え
で
重
要
な
意

義
が
あ
る
」

植
物
工
場
の
研
究
に
お
い
て
、
中
国

は
欧
米
や
日
本
に
比
べ
て
後
発
と
い
え

る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、強
み
も
あ
る
。

国
策
を
背
景
に
し
た
潤
沢
な
資
金
と
、

価
格
競
争
力
だ
。
16
年
の
習
主
席
に
よ

る
植
物
工
場
視
察
の
後
、
雨
後
の
タ
ケ

ノ
コ
の
ご
と
く
植
物
工
場
が
全
国
で
生

ま
れ
、
価
格
競
争
も
強
ま
っ
て
い
る
。

先
の
李
研
究
員
は「
目
下
の
と
こ
ろ
、

植
物
工
場
の
主
要
な
コ
ス
ト
は
人
件
費

と
電
気
代
だ
。
コ
ス
ト
の
上
昇
に
つ
れ

て
世
界
の
野
菜
価
格
は
上
が
り
続
け
る

可
能
性
が
あ
り
、
我
々
は
機
械
化
と
ス

マ
ー
ト
化
の
水
準
を
引
き
上
げ
、
さ
ら

な
る
コ
ス
ト
の
低
減
を
す
る
」
と
決
意

表
明
し
て
い
る
。

農
業
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
に
参
加
し
、
同
社
の

植
物
工
場
を
売
り
込
ん
で
い
た
中
国
人

社
員
も
や
は
り
、
価
格
の
安
さ
を
強
調

し
て
い
た
。

「
日
本
の
今
の
植
物
工
場
業
界
は
設
備

が
高
い
。
当
社
の
製
品
の
方
が
初
期
の

投
資
金
額
を
抑
え
ら
れ
、
日
本
の
植
物

工
場
の
設
備
よ
り
電
気
代
が
低
く
な
る

の
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
そ
ん
な

に
高
く
な
り
ま
せ
ん
。
植
物
工
場
を
始

め
た
い
方
に
、
当
社
の
設
備
を
利
用
し

て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」

松尾雅彦 著　　書籍 四六判・256 頁　学芸出版社 刊

■ 1,944 円（税込）＋郵送料 360 円

スマート・テロワール　農村消滅論からの大転換

曖昧な活用の100万haの水田を畑地に
大転換すれば農村は15兆円産業を創造できる
　限界集落、市町村消滅！？本当だろうか。消滅どころか、農業・
農村にこそ成長余地がある。その実現を阻んでいるのは、水田を
偏重する「瑞穂の国」幻想だ。余っている水田や休耕田を畑や放
牧地に転換し、その生産物を域内の工場で加工すれば、味はもち
ろん、価格も、輸入原料によるナショナルブランド商品に負けない
ものがつくれる。その商品を域内の消費者に新鮮なうちに届け、
最高の状態で提供するとともに流通コストを抑える。ここで大切な
ことは高級品ではなく、日常食品でシェアを確保してこそ量のメリッ
トも得られることだ。そうしてこそ、一部ではなく全体の復活につ
ながる。曖昧な活用の水田 100 万 ha がよみがえれば、15 兆円の
新しい産業創造につながる（ジャガイモの生産と加工によるカルビー
の工場出荷額から試算）。契約栽培で市場価格の 30％オフを実現
したカルビー元社長の「辺境からの変革」の提案。


